
JP 2019-93006 A5 2020.11.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公開番号】特開2019-93006(P2019-93006A)
【公開日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2019-023
【出願番号】特願2017-227055(P2017-227055)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ１６Ｈ  10/00     (2018.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/00     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月1日(2020.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体情報測定部により被測定者の生体情報を測定するときの前記被測定者の状況別の前
記生体情報の測定数に基づき、前記被測定者の状況のうちの一部の状況を測定推進状況と
して特定する状況特定部と、
　前記被測定者の現在の状況を検出する現在状況検出部と、
　前記現在の状況が前記測定推進状況に該当する場合に、前記生体情報の測定に関する支
援情報を出力する支援情報出力部と、
　を備え、
　前記状況特定部は、前記被測定者の状況のうち少なくとも一つの状況の前記生体情報の
測定数が一定数に達した場合に前記生体情報の測定数が規定数に満たない前記一部の状況
を、前記測定推進状況として特定する情報処理装置。
【請求項２】
　前記支援情報は、前記生体情報測定部への前記生体情報の測定指示である請求項１に記
載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記支援情報は、前記生体情報測定部への前記生体情報の測定指示を発生させるための
入力操作を促す情報である請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記状況特定部は、各生体情報に関連付けられる前記被測定者の状況に基づき、前記被
測定者の状況別の前記生体情報の測定数を表す情報を生成する請求項１乃至３の何れか一
つに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記状況特定部は、前記被測定者の状況のうち前記生体情報の測定数が相対的に少ない
前記一部の状況を、前記測定推進状況として特定する請求項１乃至４の何れか一つに記載
の情報処理装置。
【請求項６】
　前記現在状況検出部は、時間情報、位置情報、加速度情報、温湿度情報、気圧情報、及
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び行動スケジュール情報のうちの少なくとも一つを前記被測定者の現在の状況として検出
する請求項１乃至５の何れか一つに記載の情報処理装置。
【請求項７】
　生体情報測定部の動作を支援する情報処理装置が実行する情報処理方法であって、
　前記生体情報測定部により被測定者の生体情報を測定するときの前記被測定者の状況別
の前記生体情報の測定数に基づき、前記被測定者の状況のうちの一部の状況を測定推進状
況として特定する状況特定過程と、
　前記被測定者の現在の状況を検出する現在状況検出過程と、
　前記現在の状況が前記測定推進状況に該当する場合に、前記生体情報の測定に関する支
援情報を出力する支援情報出力過程と、
　を備え、
　前記状況特定過程は、前記被測定者の状況のうち少なくとも一つの状況の前記生体情報
の測定数が一定数に達した場合に前記生体情報の測定数が規定数に満たない前記一部の状
況を、前記測定推進状況として特定する情報処理方法。
【請求項８】
　請求項１乃至６の何れか一つに記載の情報処理装置が備える各部としてコンピュータを
機能させる情報処理プログラム。
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